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資料：平成 26年商業統計調査
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鶴見区の商店数は、中区、港北区、西区、神奈川区
についで 18 区中５番目の多さとなっています。

卸売業

小売業

（人） （百万円）
横　　浜　　市 18,925 4,708 14,217 203,816 8,579,630
鶴　　見　　区 1,326 324 1,002 11,872 372,072 8位
神　奈　川　区 1,386 510 876 16,249 991,192 3位
西　　　　　区 1,653 364 1,289 19,893 1,399,605 1位
中　　　　　区 1,971 552 1,419 17,045 957,444 4位
南　　　　　区 969 228 741 6,638 139,302 17位
港　　南　　区 957 148 809 10,956 263,212 11位
保  土  ケ  谷   区 785 168 617 6,820 296,236 10位
旭　　　　　区 863 159 704 8,709 222,402 12位
磯　　子　　区 634 129 505 6,265 170,584 15位
金　　沢　　区 954 298 656 10,323 407,496 7位
港　　北　　区 1,741 555 1,186 21,823 1,300,907 2位
緑　　　　　区 630 138 492 7,171 185,767 13位
青　　葉　　区 1,203 200 1,003 12,880 346,823 9位
都　　筑　　区 1,287 390 897 17,536 655,272 5位
戸　　塚　　区 1,073 202 871 14,265 471,320 6位
栄　　　　　区 362 88 274 3,424 81,302 18位
泉　　　　　区 535 103 432 6,191 144,742 16位
瀬　　谷　　区 596 152 444 5,756 173,955 14位
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　横浜市と鶴見区の年間販売額構成比を比較してみると、鶴見区は、卸売業では「建築材料・鉱物・金属材料
等の割合が高くなっています。また、小売業では「飲食料品」の割合が高くなっています。
　年間商品販売額は約 3,720 億円であり、18 区中８位となっています。

資料：平成 26 年商業統計調査
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